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水 産

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実

(1) 社会とのつながりを意識した探究的な学習の推進

学習指導要領では教科・科目等における理解をより深めることを目的とし、教科の内

容項目に応じた課題に沿って探究的な活動が取り入れられるべきと示されている。

水産科ではこれまでも、実践的・体験的な学習活動を通して、地域の課題解決や地域

活性化を目的とした取り組みを実践するなど、関連する職業に従事する上で必要とされ

る資質・能力を育み、社会や産業を支える人材を育成してきた。しかしながら、水産物

の世界的な需要の変化や資源管理、持続可能な海洋利用など水産や海洋を取り巻く状況

は変化を続けていることから、水産業や海洋関連産業を通して、地域や社会の健全で持

続的な発展を担う職業人を育成することが求められている。

このため、地域産業や国際社会が健全で持続的に発展する上での具体的な課題等を生

徒が主体的に発見し、多様な人々と協働しながら課題の解決に向けて取り組む探究的な

学習を推進する必要がある。

(2) 探究的な学習を取り入れた単元の評価の工夫

探究的な学習を取り入れた単元の評価については、評価場面や評価方法を工夫し、指

導の改善や生徒の学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かすようにすることが

重要である。探究的な学習の成果を多面的に捉えるためには、次に示す多様な評価方法

が考えられるが、いずれの方法も成果物やプレゼンテーションのみの良し悪しについて

評価するのではなく、生徒がどのように探究の過程を通して学んだかを見取ることが大

切である。

＜評価方法の例＞

・プレゼンテーションやポスター発表などの表現による評価

・討論や質疑の様子などの言語活動の記録による評価

・学習や活動の状況などの観察記録による評価

・振り返りシートや学習記録などによる自己評価や相互評価

また、指導と評価の一体化を図り、探究的な学習を通して主体的・対話的で深い学び

の視点からの授業改善を進めるためには、生徒一人一人の学習の成立を促すための評価

という視点を一層重視し、教師が自らの指導のねらいに応じて授業での生徒の学びを振

り返り、学習や指導の改善に生かしていくことが大切である。

探究的な学習を取り入れて授業を展開するには、生徒が教師からの評価を必要以上に

意識せず、斬新な発想や新しいアイディアなどが生まれやすい環境で授業が展開される

ことが望ましいことから、「指導に生かす評価」に重点を置き、学習支援ソフトの成績

管理機能など、ICTを活用して生徒の学習状況や理解度をリアルタイムで把握して、そ

の授業の中での授業改善を進めることも有効である。
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２ 指導と評価の計画例

(1) 小単元「食品流通の技術」の計画例

ここでは、科目「水産海洋基礎」の単元「水産物の流通と加工」の小単元「食品流通

の技術」の指導と評価の計画例を示す。

ア 単元「水産物の流通と加工」の目標

知識及び技術 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

①世界的な水産物需給の ①世界的な水産物需給の動 ①世界的な水産物需給の動

動向、水産物の特性を 向、水産物の特性をもと 向、水産物の特性をもと

もとに、我が国や世界 に、我が国や世界の水産 に、我が国や世界の水産

の水産物需給の現状や 物需給の現状や今後の見 物需給の現状や今後の見

今後の見通しについて 通しについての課題を発 通しについて自ら学び、

概要を理解する。 見するとともに、合理的 主体的かつ協働的に取り

かつ創造的に解決する。 組む。

②水産物の調理・加工や ②水産物の調理・加工や販 ②水産物の調理・加工や販

販売について、地域の 売について、地域の水産 売について、地域の水産

水産物加工場や流通現 物加工場や流通現場の見 物加工場や流通現場の見

場の見学などを通して 学などを通して危害分析 学などを通して危害分析

危害分析・重要管理点 ・重要管理点方式（HACC ・重要管理点方式（HACCP

方式（HACCPシステム） Pシステム）による食品 システム）による食品の

による食品の安全管理 の安全管理の方法に触れ 安全管理の方法について、

の方法に触れるととも るとともに、その根拠を 自ら学び、主体的かつ協

に、その概要を理解す 合理的かつ創造的に考察 働的に取り組む。

る。 する。

イ 小単元「食品流通の技術」の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

②水産物の調理・加工や ②水産物の調理・加工や販 ②水産物の調理・加工や販

販売について、地域の 売について、地域の水産 売について、地域の水産

水産物加工場や流通現 物加工場や流通現場の見 物加工場や流通現場の見

場の見学などを通して 学などを通して危害分析・ 学などを通して危害分析

危害分析・重要管理点 重要管理点方式（HACCP ・重要管理点方式（HACCP

方式（HACCPシステム） システム）による食品の システム）による食品の

による食品の安全管理 安全管理の方法に触れる 安全管理の方法について、

の方法に触れるととも とともに、その根拠を発 自ら学び、主体的かつ協

に、その概要を理解し 見し、合理的かつ創造的 働的に取り組もうとして

ている。 に考察しようとしてい いる。

る。
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ウ 単元の指導と評価の計画（６時間）（○：指導に生かす評価 ◎：記録に残す評価）

時間
ねらい及び学習活動

評価の観点

（次） 知 思 態

１ ね ら い：魚介類の温度を低温に保ち、安全に流通させる ○

【１時間】 低温流通技術について理解する。

学習活動：漁獲された魚介類の鮮度を保持し、消費者に届

けられるまでの流通経路に合わせて低温に保つ

ために必要な技術等についてワークシートにま

とめる。

２ ね ら い：食品の包装とパッケージデザインの役割等につ ○

【１時間】 いて考察する。

学習活動：魚介類のさまざまな包装技術やパッケージデザ

インの役割等についてワークシートにまとめる。

３ ね ら い：活魚の状態で流通する活魚輸送とともに流通履 ○

【１時間】 歴が分かるトレーサビリティについて考察し理

解を深める。

学習活動：活魚輸送に必要な技術について学習するととも

に、安全な食品を選ぶために必要な食品の情報

についてグループワークを行う。

４～５ ね ら い：HACCPを導入した水産物加工場の見学を通して、 ○

【２時間】 安全管理の重要管理点について情報を収集し、

実際の実習環境に照らし合わせてみる。

学習活動：工場を見学して食品の安全管理の方法に触れ、

学校内の工場において重要管理点と考えられる

点についてワークシートにまとめる。

６ ね ら い：HACCPにおける重要管理点及び食品の安全管理の ◎ ○

【１時間】 方法の根拠を考察するとともに、その結果を今

後の実習に生かそうとする態度を養う。

学習活動：見学の振り返りの結果についてのグループワー

クを行い、リフレクションシートに整理すると

ともに自己評価を行う。

【評価方法等】

・学習支援ソフトによるワークシートを活用して、理解の定着度を把握し、定着度が

低い場合には個別に指導するなどの手立てを講じる。

・グループワークで得られた考えを学習支援ソフトで見取り、次回の授業の導入を工

夫する。

・単元のまとめの授業の際、「リフレクションシート」を配付し、粘り強い取組を行

おうとする側面及び自らの学習を調整しようとする側面を評価する。

社会とのつながり

を意識した学習
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エ 学習指導案（６時間目／６時間中）

科目名 水産海洋基礎 単元名 食品流通の技術

本時のねらい
HACCPにおける重要管理点及び食品の安全管理の方法の根拠を考察
するとともに、その結果を今後の実習に生かそうとする態度を養う。

過程 学習活動 指導上の留意点
評価規準

評価方法

① 本時のねらいの確認 ・本時のねらい、授業

の流れ及び評価規準

② 前時の確認 を示す。

導入 前時に見学した地域の水産加工場に

おける製造の流れについて復習する。

③ 評価規準の確認

① 見学を踏まえた振り返り ・ワークシートを生徒

「見学した工場が安全管理上、最も に配信する。

大切にしていることは何か」について

学習支援ソフトを用いて、複数の選択

肢から選択する。

・グラフをスクリーン
上に投影し考察する

上での参考になるよ

展開 うにする。

② 「グループワーク」による考察 ・各グループが考察し 評価規準

①により得られたグラフをもとに、 た内容を、スクリー 【思考・判断・表現】

回答が多かった選択肢と回答が少なか ンに投影し、他のグ 食品の安全管理の方

った選択肢のそれぞれの理由について ループの考え方にも 法の根拠について考

考察する。 触れられるようにす 察しようとしている。

る。 評価方法

学習支援ソフト

③ 発表

グループごとにまとめた内容を発表

する。

① まとめ ・グループワークを振

各グループの発表でよかった点や課 り返り、重要管理点

題について整理する。 がなぜ「重要」なの

かについて整理でき

るように配慮する。

まとめ ② リフレクションシートの入力 ・リフレクションシー 評価規準

本時の取組についての自己評価と、 トを配信する。 【主体的に学習に取

今後の学習改善の方策を考察する。 り組む態度】

今後の実習に生かす

ための考察に主体的

に取り組んでいる。

評価方法

リフレクションシート

指導に生かす評価

記録に残す評価

生徒が見通しを持っ

て取り組むための工

夫

オ（ｱ）「学習支援ソフト」

一人一人の考察は「付箋」の形で学習支

援ソフトに「貼って」いく。

生徒の回答は学習支援

ソフトによって自動的

にグラフ化される。

オ（ｲ）を参照

付箋には名前を入力さ

せ、評価に活用できる

ようにする。

オ（ｱ）集計結果（グラフ）

リフレクションシートは、生徒から回収し評価をして返却すると

ともに、コメント機能を活用して、次の学びにつながるよう配慮

する。

オ（ｱ）「学習支援ソフト」（付箋機能付）
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オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫

(ｱ) 学習支援ソフトの活用

学習支援ソフトで作成した振り返りシートを活用することで、生徒の理解度や学

習の進捗状況をリアルタイムで把握できるため、結果を分析して今後の授業改善に

生かしたり、記録として残し学習評価に活用したりすることができる。

学習支援ソフトで

振り返りシートを作成

生徒に配信

結果のグラフを学習支援ソフトで表示

回答状況はリアルタイムで自

動的にグラフ化される。得ら

れたグラフをスクリーンに示

し、なぜこのような結果にな

ったのか考察する。

水産加工場見学振り返りシート

同様な考えを同じ色で整理する

とグループの検討状況を把握し

やすい。また、各付箋に名前を

記しておくことで指導に生かす

評価として活用できる。

グラフを見ながらグループで考察

４つの選択肢から一つを選択
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(ｲ) リフレクションシートの活用

授業のまとめでリフレクションシートを活用する場合、学習支援ソフトの課題と

して配付することで効率的に管理して授業改善に生かしたり、生徒が自らの学びを

振り返って次の学びに向かうための材料としたりする効果が期待できる。

ルーブリックを作成する際には、

生徒が評価規準を理解しやすいよ

う具体的な説明を記載する。

生徒から提出されたリフレクションシートを

ルーブリックで評価する。

先生が評価後、生徒に返却し、評価結果を生徒と

共有する。なお、評価がＣの場合には再提出させ

たり、生徒が自らの学びを振り返られるよう、コ

メント機能を活用して助言を与える。

ワークシートやリフレクションシートを活用した振

返りを実施し記録を残すことで、生徒の変容を把握

したり、結果を分析して授業改善のための材料とし

て活用したりすることができる。

「主体的に学習に取り組む態度」を評価するリフレクショ

ンシートを作成する。

作成したリフレクションシートをルー

ブリック付きの課題として生徒へ送信

する。


